
活動内容と成果
●海浜海中の清掃で延べ306袋のゴミを回収した
●専門家の講演を含め年４回の環境講習を実施した
●�専門家を招聘し自生するサンゴの育成調査を実施
した
●�専門家を招聘しサンゴの再生器材を設置した
●�サンゴ再生装置設置時にマスコミ取材を受け広報
した
●�ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング
㈱、エム・エムブリッジ㈱、日本防蝕工業㈱、㈱
シーピーファーム、東京大学大学院との連携を、活
動を通して構築した
●年間の体験者数1,228人を達成した
●エコツアーを創造し募集し催行に至った

活動内容と成果
①�定期的に清掃活動をして大きなゴミはほとんど見
られなくなった。ただ、マイクロプラスチックのよ
うな小さなゴミは火ばさみで取れないので拾うの
に限界がある（参加者：1,051人）
②�セミナーやワークショップ、清掃活動、ブログの発
信、講師派遣などの活動により、川や海にゴミを捨
てることが海洋ゴミの原因の一つだと市民が認識
することができ、参加者のゴミのポイ捨て意識を
変えることにつながった（来場者：977人）

課　題
・�海浜海中清掃継続の仕組み創り・環境出前講座を
地域外に広げる活路・海の環境教育の提供に必要
な人、物の確保・サンゴ再生器材設置前後の海洋調
査

目　標
長崎市高島町高島海水浴場内に自生するサンゴが保
全される。

課　題
海岸ゴミの組成調査を行っているが資金力やスタッ
フの人数が少ないので宮城県内各地の浜の調査が実
施できていない。市民は生活ゴミが海洋ゴミになっ
ていることを知らない。

目　標
①宮城県の海岸がゴミの少ないきれいな浜になること
②�海洋ゴミの原因の一つは川や海にゴミを捨てるこ
とと市民が認識し、ゴミのポイ捨てが無くなること

やったろうde高島

（公財）　みやぎ・環境とくらし・ネットワーク

珊瑚ツーリズムの完成形を目指して

宮城の浜の海岸ゴミを減らそうプロジェクト

修学旅行　移動中に「環境講習」を実施

宮城県仙台市荒浜の一斉清掃

東京農工大の高田教授に
説明いただきました

実　践

LOVE BLUE助成

1年目

調査研究

LOVE BLUE助成

1年目

海浜・海中清掃� 306 ゴミ袋

のべ参加者数 1,051 人

環境学習・環境講演 258 人

清掃して回収した
ゴミの重量 140 kg

今年度計画の達成度 100 ％

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 100 ％

目標達成度 50 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
潜水に必要な器材（ボンベ、レギュ
レーター、BCジャケット等）を持ち
合わせがなく都市部から借受、運搬
することに苦心した。

■工夫した点
エコツアーの創造を通して、複数の
旅行会社、バス会社、宿泊施設、ツー
リズム団体との連携構築ができたこ
と。

■苦労した点
参加者を集めたり、ゴミの組成を調
べることが大変だった。

■工夫した点
広報を地元の団体と連携することが
できた。

１年を通して切れ目ない「エコツアー」を企画し催行する。催行した結果をアン
ケート集計。後のツアー企画時にいかす。エコツアー創造事業を実施する素地はあ
るので、オフシーズンを無くす目的で事業展開をしていく。

清掃活動の日時が確定次第、広報などを早めにし、協力者を増やしたい。清掃活動
や調査のエリアを広げて、海洋ゴミの削減を進めたい。

今後の
展望

今後の
展望

活動地域

活動地域
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